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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文の最大の貢献は、女性登場人物の性的側面に注目し、それが家父長主義的な束縛から女性たちが自立を目ざ
す動きであったととらえ、それを共感をもって描いたフィッツジェラルドという、これまでの大方のフィッツジェラ
ルド観を逆転する読みを提示した点である。そのことを、とくに言語使用と食事場面における男性の女性支配という
視点から、主要作品を分析する中で指摘する手腕はフィッツジェラルド研究に新鮮な切り口を与えるものと評価する
ことができる。また、長編に隠れて従来あまり顧られることのなかったいくつかの短編を、長編、とりわけ論者がフ
ィッツジェラルド文学においてこの主題が完成を見たとする『夜はやさし』と関連づけて論じた点も本論文に説得力
を与えているものと思われる。さらには、従来あまり論じられることのなかった、『偉大なギャッビー』のデイジー
と『夜はやさし』のニコールとの関連性に光を当てた点は注目に値する。 
 ただし、本論文に問題がないわけではなく、長編第一作への言及がほとんどなかったことや、主人公たちの倫理観
への考察が欠けており、主張が単調になっている点は否めない。また、テクストの読みが強引と思われる部分もあり、
反論の余地を残している点も惜しまれる。しかし、これらの点は本論文の優れた価値を損なうものでは決してなく、
よって、本論文を博士（文学）の学位にふさわしいものと認定する。 
